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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

多
文
化
家
族
を
支
援

　
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
は
、
平

成
7
年
4
月
の
設
立
以
来
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
支
援
し
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
理
念
の
も
と
、
県
内
を
ベ
ー
ス
に
活
動
し
て

き
た
法
人
で
あ
る
。

　
主
な
事
業
は
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働

事
業
で
実
施
し
た
「
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
た

ち
の
た
め
の
高
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
は
じ
め
、

高
校
入
試
に
関
す
る
情
報
を
多
言
語
（
10
言
語
）
に

翻
訳
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
、
外
国
に
つ
な
が

る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
行
う
「
た
ぶ
ん
か
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
」
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
同
法
人
は
、
平
成
28
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
多
文
化
家
族
の
貧
困
連
鎖
防
止
の
為
の
支
援

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
事
業
は
、
多
文
化
家
族
の
支
援
を
目
的
に
、
①

居
場
所
の
拠
点
づ
く
り
、
②
学
習
支
援
の
拠
点
づ
く

り
、③
県
内
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、④
広
域

連
携
に
よ
る
多
文
化
家
族
支
援
活
動
の
拡
大
・
強
化

な
ど
を
実
施
し
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

高
橋
清
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
も
と
も
と
、
当
法
人
は
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど

も
の
教
育
に
特
化
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど

も
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
の
問
題
に

行
き
着
く
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
多
文
化
家
族
の

支
援
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
多
文

化
家
族
は
、
言
語
の
壁
や
情
報
不
足
の
た
め
に
福
祉

の
目
が
届
き
に
く
く
、
子
ど
も
の
教
育
も
不
十
分
な

こ
と
か
ら
貧
困
や
そ
の
連
鎖
に
陥
り
や
す
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
生
活
相
談
が
で
き
る
居
場
所
の
提
供
や
子
ど

も
の
学
習
支
援
を
通

じ
て
、
課
題
を
把
握

し
な
が
ら
専
門
機
関

と
連
携
し
て
適
切
な

支
援
に
つ
な
い
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
」。

　
平
成
27
年
度
に
も
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
多
文

化
家
族
の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
に
取
り
組
ん

だ
。
28
年
度
は
支
援
の
強
化
と
と
も
に
、
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

人
を
中
心
と
し
た
南
米
出
身
者
の
生
活
相
談
や
学
習

支
援
な
ど
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｂ
Ｃ
ジ

ャ
パ
ン
（
横
浜
市
鶴
見
区
）
と
、
在
日
外
国
人
の
交

流
の
場
「
ふ
れ
あ
い
館
」
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
青
丘
社
（
川
崎
市
）
と
連
携
し
、
多
文
化
家
族
の

支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

安
心
し
て
相
談
で
き
る

居
場
所
を
提
供

　
居
場
所
の
拠
点
づ
く
り
で
は
、
連
携
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
月
曜
日
を
除

く
平
日
の
13
～
20
時
、
第
1
・
3
土
曜
日
の
10
～
14

居
場
所
や
学
習
支
援
を
通
し
て

多
文
化
家
族
の
貧
困
の
連
鎖
を
防
止

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）が
行
う
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）は
、国
庫
補
助

金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
地
域
の
つ

な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意

工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営
利

活
動
法
人
多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
県
横
浜
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

 WAM から ひと言

　神奈川県内の 3法人が連携し、多文化家族が抱える生
活面・教育面の課題に対して支援活動を実施。各団体の支
援スキルに差異が生じないように共通のスキルアップ研修
を行うなど工夫している点を評価しています。今後も支援
活動の広がりと支援団体の全国ネットワーク化が期待され
ます。
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時
に
相
談
で
き
る
居
場
所
と
し
て
開
放
し
た
。

　「
居
場
所
で
は
、
自
由
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
る
一
方
、
利
用
者

の
な
か
に
は
ひ
と
り
親
も
多
い
こ
と
か
ら
、
働
く
親

へ
の
支
援
と
し
て
平
日
は
夜
8
時
ま
で
子
ど
も
を
預

け
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
親
子
で
の
利
用
も
多
く
、
親
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
」（
高
橋
事
務
局
長
）。

　
居
場
所
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
地
域
の
小
中
学

校
を
通
じ
て
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
学
校
側
も

多
文
化
家
族
の
対
応
に
苦
労
し
て
い
る
た
め
、
積
極

的
な
協
力
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
相
談
を
受
け
る
体
制
で
は
、
外
国
籍
の
人
た
ち
の

相
談
に
特
化
し
た
相
談
員
を
定
期
的
に
派
遣
し
（
月

平
均
8
回
、
全
94
回
）、
子
育
て
や
教
育
、
生
活
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
。
相
談
員
自
身
が
多
言
語
を

話
せ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
の
通
訳
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
助
成
期
間
中
（
平
成
28
年
4
月
～
29
年
3
月
）
の

居
場
所
の
利
用
実
績
は
、
年
間
２
４
０
回
の
開
催
で

約
４
５
０
０
人
の
利
用
が
あ
り
、
相
談
件
数
は

４
１
４
件
に
の
ぼ
っ
た
。
相
談
内
容
で
は
、
進
路
相

談
な
ど
教
育
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
在
留
資
格

や
就
労
、
親
子
関
係
な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
と
い
う
。

　「
利
用
者
の
相
談
に
対
し
、
利
用
で
き
る
制
度
や

支
援
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
が
、
多
文

化
家
族
は
在
留
資
格
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
公
的
な

制
度
や
支
援
を
受
け
る
際
に
、

行
政
な
ど
が
家
庭
に
介
入
す
る

こ
と
で
不
利
益
を
被
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
か
ら
利
用

に
抵
抗
感
を
も
つ
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
居

場
所
な
ど
で
日
頃
か
ら
関
わ
り

な
が
ら
、
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
問
題
が
深
刻
な
ケ

ー
ス
で
は
、
自
分
た
ち
で
抱
え

込
む
の
で
は
な
く
、
適
切
な
専
門
機
関
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
高
橋
事
務
局

長
）。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
校
に

関
す
る
相
談
の
際
に
は
、
相
談
員
が
必
要
に
応
じ
て

学
校
に
伝
え
て
い
る
。
一
般
的
に
支
援
団
体
が
い
じ

め
の
相
談
を
学
校
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
が
、同
法
人
の
相
談
員
に
は
元
教
員
が
多
く
、

普
段
か
ら
教
育
機
関
と
情
報
共
有
す
る
連
携
体
制
を

構
築
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

学習支援教室の参加者のうち、高
校を受験した 37人全員が合格する
ことができた

居場所を活用する利用者の様子

特定非営利活動法人 多文化共生教育ネットワークかながわ
多文化家族の貧困連鎖防止の為の支援事業

平成28年度事業

助成額
1363万円

【事業概要】
多文化家族の貧困の連鎖を防止することを目的に、多文化家族が生活相談できる居場
所の提供や学習支援教室を実施するとともに、県内外の支援団体と連携体制を構築す
ることにより、支援活動の拡大・強化を図る事業

【実施内容】
◆居場所の拠点づくり
子どもたちが安心して過ごせる場
を提供するとともに、定期的に相
談員を派遣して親子の相談に対応

◆学習支援の拠点づくり
多文化家族の子どもを対象とした学習支援教室を横
浜・川崎地域で実施。日本語と教科学習の指導を行い、
高校進学につなげる

◆県内の連携強化
よりよい支援に向け、連携団体と「ケース会議」や「ス
キルアップ研修」を行うほか、行政や支援団体、教育
機関と「ネットワーク会議」を開催し、現状や課題な
どを共有することにより、それぞれの強みを活かした
支援ネットワークを構築

◆�広域連携による多文化家族支援活動の拡大・強化
県内 9地区に相談員を派遣して相談会を開催すると
ともに、県外の支援団体に相談支援のノウハウを伝え
ることで支援活動の拡大・強化を図る

【成果】
◆�継続的な居場所の提供により、居場所の年間
利用者数は延 4500 人（全 240 回開催／ 1
日平均 19人）、相談件数は414件に達した。
利用者数・相談件数は前年度から大幅に増加
し、適切な支援に結びつけることにつなげた

◆�学習支援教室に参加した子どものうち、高校
受験した37人が全員合格することを実現

◆�居場所や県内外の相談
会から寄せられた相談
事例や対応などをまと
めた「多文化家族支援
相談事例集」を作成し、
連携団体や関係機関に
配布

多分化家族の支援活動が拡大するとともに、
支援者の対応力の向上に寄与

事業概要
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高
校
進
学
に
向
け
た

学
習
支
援
を
実
施

　
多
文
化
家
族
の
子
ど
も
の
高
校
進
学
を
目
的
と
し

た
学
習
支
援
教
室
は
、横
浜
市
と
川
崎
市
で
開
催
し
、

横
浜
会
場
は
同
法
人
が
運
営
す
る
「
た
ぶ
ん
か
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
」、
川
崎
会
場
は
連
携
団
体

の
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
内
で
実
施
し
た
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
・「
た
ぶ
ん

か
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
」
代
表
の
井
草
ま
さ

子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
対
象
者
は
出
身
国
で
9
年
の
教
育
を
修
了
し
た

16
～
20
歳
の
学
齢
超
過
者
、
あ
る
い
は
日
本
語
や
学

校
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
ず
、
高
校
受

験
に
失
敗
し
た
海
外
出
身
者
で
す
。
学
習
支
援
教
室

は
学
習
の
場
ば
か
り
で
な
く
彼
ら
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
高
校
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
週
3
回
、

10
～
16
時
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
集
中
的
な
学
習
指

導
を
行
い
ま
し
た
」。

　
学
習
支
援
は
、
参
加
者
の
能
力
別
に
ク
ラ
ス
を
分

け
、
講
義
形
式
で
日
本
語
と
教
科
学
習
（
数
学
・
英

語
）
を
指
導
し
た
。
50
音
か
ら
始
め
る
参
加
者
も
多

い
な
か
、
日
本
語
・
教
科
の
学
習
に
お
い
て
指
導
経

験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
質
の
高
い
学
習
指
導
を

実
践
し
た
。
ま
た
、
学
習
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
学

校
に
な
じ
め
る
よ
う
掃
除
の
時
間
を
取
り
入
れ
た
ほ

か
、
日
本
の
地
域
性

を
学
ん
だ
り
、
参
加

し
た
多
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
が
親
睦
を
深

め
る
た
め
に
遠
足
な

ど
も
実
施
し
た
。

　
学
習
支
援
教
室
の

利
用
実
績
は
、
横
浜

会
場
は
延
べ
４
９
２

４
人
、
川
崎
会
場
は

延
べ
３
３
５
２
人
が

参
加
し
、
高
校
入
試

を
受
け
た
37
人
が
全

員
合
格
す
る
実
績
を

あ
げ
て
い
る
。

　「
神
奈
川
県
の
高

校
入
試
に
は
『
在
県

外
国
人
等
特
別
募

集
』と
い
う
枠
が
あ

り
、当
法
人
の
学
習

支
援
を
受
け
た
参
加
者
も
多
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
く
ら
い
の
年
齢
層
の
子
ど
も
た
ち
は
、
短
期
集

中
的
に
質
の
高
い
学
習
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
す

ぐ
に
勉
強
が
身
に
付
い
て
い
き
ま
す
し
、
学
習
支
援

教
室
で
は
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
で
精
神
的
に
落
ち
着
い
て

勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」（
井

草
理
事
）。

よ
り
よ
い
支
援
に
向
け

連
携
体
制
を
強
化
・
拡
大

　
県
内
の
連
携
強
化
の
取
り
組
み
で
は
、
連
携
す
る

3
団
体
と
「
ケ
ー
ス
会
議
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、

居
場
所
と
学
習
支
援
教
室
の
対
応
事
例
な
ど
を
共
有

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
支
援
の
実
施
に
向
け
て
検
討

し
た
。
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
時
に
は
支
援
者
の
資
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
」
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働
事
業

で
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
関
わ

る
行
政
や
教
育
機
関
、
支
援
団
体
が
集
ま
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」（
全
2
回
）
を
開
催
し
、
支
援
の

現
状
や
課
題
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た
。
第
1
回
は

行
政
や
教
育
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
39
人
、
第
2
回

は
学
校
関
係
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
中
心
に
11
人

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
連
携
体

制
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
支
援
活
動
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

は
、県
内
の
9
地
域（
横
浜
、川
崎
、厚
木
、平
塚
、相

模
原
、
秦
野
・
伊
勢
原
、
大
和
、
横
須
賀
、
津
久
井
）

で
活
動
す
る
支
援
団
体
に
相
談
員
を
派
遣
し
、
教
育

や
生
活
に
関
す
る
相
談
会
を
各
地
区
で
開
催
し
た
。

支援活動の拡大に向け、県内 9
地域で相談会を開催した

同法人理事・
「たぶんかフリースクール

よこはま」代表
井草まさ子氏

多文化家族支援に向けた連携体制

学習、居場所、医療、住まい、
シェルター、難民支援、食糧支援

市の福祉担当 教育機関

多文化家族

小中高
大学

専門支援
NPO

就労支援
機関

弁護士会

相談員・通訳
相談員相談員

相談員・通訳相談員・通訳

子

→相談事例の蓄積
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さ
ら
に
、
多
文
化
家
族
の
支
援
実
績
が
少
な
い
茨

城
県
、
埼
玉
県
、
静
岡
県
の
支
援
団
体
か
ら
支
援
協

力
の
要
請
を
受
け
、
同
法
人
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

が
現
地
を
訪
問
し
、
各
地
域
で
相
談
活
動
が
行
え
る

よ
う
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
。
平
成
29
年
1
月

に
は
茨
城
県
で
「
多
文
化
家
族
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
、
8
都
県
で
活
動
し
て
い
る
30
団
体
69
人

の
支
援
者
が
参
加
す
る
な
ど
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
る
。

在
留
資
格
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
弁
護
士
会
と
連
携
し
、
多
文
化

家
族
の
在
留
資
格
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
た
。

　「
在
留
資
格
の
問
題
の
一
つ
に
、
多
文
化
家
族
の

子
ど
も
の
在
留
資
格
が
『
家
族
滞
在
』
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
資
格
で
は
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
支
援

者
に
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
決

ま
っ
た
就
職
が
取
り
消
し
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
た
め
に
は
就
労
が
可
能
な
ビ

ザ
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き

は
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ

ば
難
し
い
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
会
と
協
働
し
て
相
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、
日
本
で
暮
ら
す
多
文

化
家
族
が
増
加
し
て
い
く
な
か
、
在
留
資
格
に
関
す

る
情
報
提
供
は
非
常
に
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
」（
高
橋
事
務
局
長
）。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
、
居
場
所
や
各
種
相
談

会
な
ど
を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を
ま
と
め

た
「
多
文
化
家
族
支
援
事
例
集
」
を
作
成
し
、
連
携

団
体
を
は
じ
め
、
行
政
や
教
育
委
員
会
、
県
内
の
小
・

中
・
高
校
な
ど
に
配
布
し
た
。

　
事
例
集
で
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
相
談
事
例
に
対
し
、
対

応
や
解
説
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
関
連
す
る
情
報
な
ど
を

盛
り
込
み
、
支
援
者
が
相
談

対
応
に
活
用
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
配
布
先
の
支

援
者
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ

り
、
追
加
の
要
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

た
ち
の
教
育
を
支
援
し
、
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
、

同
法
人
の
活
動
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

　当法人は外国につながる子どもたちの教育を支
援し、共生社会を実現するという理念のもと活動
してきました。平成 28 年度の助成事業では、多
文化家族支援として相談できる居場所の提供や学
習支援とともに、支援ネットワークの拡大に取り組み、適切な支援につ
なぐ体制が構築できたことは大きな成果となりました。
　また、近年は少子高齢化が進行し、とくに医療・福祉分野では人材不
足のため外国人海外留学生などに目が行きがちですが、日本社会の将来
を考えれば、まずは国内にいる外国人が活躍できる社会をつくる必要が
ありますし、そのような役割も担っていきたいと思っています。
　今後は、支援活動を全国に広げていくとともに、福祉・医療サービス
の内容を的確に伝える多言語の情報ツールを作成したいと考えています。

特定非営利活動法人 
多文化共生教育ネットワークかながわ

事務局長  高橋  清樹氏

国内の外国人が
活躍できる社会を目指す

助成事業で作成した「多文化
家族支援相談事例集」。具体的
な対応事例や解説のほか、関
連する情報をわかりやすく盛
り込むことで支援に活用でき
る内容となっている

（この事例集は、WAM 助成
e- ライブラリーでご覧いただ
けます）

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

〒247－0007　神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 1－2 －1
地球市民かながわプラザ NPOなどのための事務室内

T E L：045－896－0015　　FA X：045－896－0015
U R L：http://www15.plala.or.jp/tabunka/
設　立：平成 7 年 4 月
理事長：高橋　徹

◆団体概要

寄付金のお願い
当機構では
　寄付金を募集しています
�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応 援 よ ろ し く お 願 い し ま す！
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